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研究要旨 
風疹は発熱、発心、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性発疹疾患であり、風疹に感受性のある妊娠20週

頃までの妊婦が風疹ウイルスに感染すると、出生児が先天性風疹症候群（CRS）を発症する可能性がある。日
本においては2012年から2013年に風疹が流行し、45例のCRS患者が発生し、2018年から2019年にかけて再び風
疹が流行し、5例のCRS患者が発生した。数年おきに繰り返される風疹流行には、日本の風疹ワクチン接種プロ
グラムの変遷が関係している。日本では現在の風疹ワクチン接種プログラムにいたるまでに何度もプログラム
が変化したことにより、特に成人男性の風疹抗体保有率が低く、また生殖年齢女性の中にもワクチン接種機会
を逃している人たちがいる。日本の妊婦は日本の風疹流行状態を理解し、自分の子をCRSから守る行動をとっ
ているだろうか。PWHIにおけるアンケート調査結果から、妊婦の風疹ワクチン接種と風疹抗体保有の実態を調
査し、これらを予測する因子を明らかにすることで、今後の風疹感染流行の抑制につなげる。 

Ａ．研究目的 
 日本では数年おきに繰り返される風疹流行によ
り、いまだCRS患者が発生している。日本の妊婦
は日本の風疹流行状態を理解し、自分の子をCRS
から守る行動をとっているか。妊婦へのアンケー
ト調査結果から、妊婦の風疹ワクチン接種と風疹
抗体保有の実態を調査し、これらを予測する因子
を明らかにする。 
 
Ｂ．研究方法 
 妊婦へのアンケート調査と協力医からの情報の
中から、風疹に関連する情報を抽出して解析に用
いた。風疹ワクチン接種に関して「あなたは風疹
ワクチンを接種したことがありますか？（MRワク
チン含む）」と研究参加者に質問し、「はい」「い
いえ」「わからない」を選択肢とした。風疹ワク
チン接種を予測する因子を検討するために「わか
らない」と回答した人を除外し「はい」と回答し
た群と「いいえ」と回答した群に分け、各群の特
性を比較した。特性として、年齢・出産回数・学
歴・世帯年収・妊娠前の喫煙、風疹抗体価、風疹
に関する知識（2012-2013年の日本での風疹流行を
知っていたか、風疹感染が直接胎児に影響を与え
ることを知っていたか）をアンケート回答と協力
医からの情報から抽出した。次に、同じ集団を、
風疹抗体価「16倍以下」「32倍以上」の2群にわけ、
特性の比較をおこなった。解析にはロジスティッ
ク回帰分析を用いた。 
 
Ｃ．研究結果 

①横浜の３病院を対象におこなった中間集計結
果においては613人のアンケート結果を得た。風疹
ワクチンを接種したことがあると回答したのは67.
5％であった。ワクチン接種歴を不明と回答した人
を除外した461人の解析において、風疹ワクチン接
種歴に有意に関連していたのは、年代、妊娠前喫
煙歴、風疹に関する知識であった。十分な風疹抗
体保有に（HI法で32倍以上）に関連したのは、こ
のうち風疹の関する知識のみであった。 

②全調査期間、全国調査結果を集計した結果にお
いては3003人のアンケート結果を得た。風疹ワク
チンを接種したことがあると回答したのは68.1%
であった。同じくワクチン接種歴を不明と回答し
た人や各質問に無回答だった人等を除外した2213
人の解析において、自己申告の風疹ワクチン接種
歴に有意に関連していたのは、経産回数（回数が
増えるほど接種ありの回答率が減少）、学歴（高
学歴ほど接種率が上昇）、年収（年収が高いほど
接種率が上昇）、妊娠前喫煙（喫煙があると接種
率減少）、風疹の知識（知識があるほうが接種率
上昇）であった。しかし、十分な風疹抗体保有を
予測する因子は、上記とは異なり、年代（40歳以
上が有意に抗体保有率高い）、経産回数（回数が
増えるほど保有率高い）であり、学齢、世帯収入、
喫煙歴、風疹の知識との関連は認めなかった。 
 
Ｄ．考察 
 中間集計の解析において、風疹ワクチン接種を
予測する因子は、年代・妊娠前喫煙・風疹に関す
る知識であったことから、妊婦の社会的背景や生
活歴、知識が、ワクチン接種行動を左右するもの
と考えた。 
しかし、最終解析結果において、同じくワクチ

ン接種歴には社会的背景や生活歴や知識が関連し
ているように見えるが、実際の抗体保有状況には
これらは関連しておらず、むしろ年代や出産回数
のみが関連していた。これによって、自己申告の
ワクチン接種歴は実際の抗体状況を反映しておら
ず、むしろ自分や胎児の健康への興味関心の高さ
を示す指標となっていたことが推測された。実際
の抗体保有状態は即座にワクチン接種歴を示すも
のではないが、ワクチン接種プログラムの変遷の
中で接種率の高い40歳代は実際抗体保有率が高く、
出産回数が多いと産褥ワクチン接種を経て抗体保
有率が上昇することから、やはり実際のワクチン
接種率を反映していると思われた。 
上記の結果をうけて、妊婦の社会的背景や知識

によって、成人に達するまでのワクチン接種機会
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に格差があったわけではないことから、日本の風
疹ワクチンシステムは、変遷により混乱や一時的
な接種率低下があったとはいえ、対象の人には平
等にワクチン接種を供給しているといえる。 
ワクチンを接種しても、風疹抗体が十分に上昇

しなかったり、徐々に低下したりする人がいるこ
とが知られている。実に初産の38%が風疹抗体価1
6倍以下であった。今後の課題としては、初めての
妊娠前に自身のワクチン接種歴と風疹免疫状態を
正しく理解して、必要であれば妊娠前にワクチン
接種を受けておくこと、家族（特にパートナー）
も同様に風疹ワクチン接種をしておくこと、今ま
で接種機会のなかった40歳以上の男性が広くワク
チンを接種することである。これには、自己申告
のワクチン接種歴に反映されたように、知識や教
育が行動変容に関わってくると思われる。今後風
疹に関する啓発、教育を広くおこない、より多く
の人が風疹免疫を獲得することが重要である。 

 
Ｅ．結論 
 自己申告の風疹ワクチン接種歴は生活歴や知識
が、実際の抗体保有状況には年代や出産回数が予
測因子であった。妊娠前女性が自身の風疹抗体や
ワクチン接種歴を正しく理解し風疹予防行動をと
るとともに、社会全体の風疹免疫獲得のため、引
き続き風疹に関する啓発・教育は必要である。 
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